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静
岡
県
立
吉
原
高
等
学
校
の
実
践

入
試
を
見
据
え
た
徹
底
的
な「
ネ
タ
入
れ
」が
、

目
的
意
識
の
高
い
生
徒
を
育
む

特
別
レ
ポ
ー
ト

国
公
立
大
59
人
合
格
の
衝
撃

　

中
堅
レ
ベ
ル
以
下
の
普
通
科
高
校
に

と
っ
て
、
生
徒
の
進
路
開
拓
は
切
実
な

課
題
で
あ
る
。
４
年
後
の
進
路
を
想
定

す
れ
ば
、
で
き
れ
ば
国
公
立
大
へ
の
進

学
を
と
多
く
の
先
生
方
は
考
え
る
。
そ

の
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
が
、
Ａ

Ｏ
入
試
・
推
薦
入
試
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
で
進
学
実

績
が
急
激
に
伸
び
た
の
が
、
静
岡
県
立

吉
原
高
等
学
校
で
あ
る
。
資
料
①
・
②

で
吉
原
高
校
の
進
路
状
況
を
見
る
と
、

平
成
21
年
以
降
、
国
公
立
大
学
に
60
人

近
く
の
合
格
者
を
出
し
続
け
て
い
る
。

　

吉
原
高
校
は
今
年
で
創
立
１
０
２
年

を
迎
え
る
伝
統
校
で
あ
る
。
平
成
９
年

に
女
子
高
か
ら
共
学
校
と
な
り
、
現
在

は
普
通
科
５
学
級
と
国
際
科
１
学
級
の

６
学
級
構
成
。
２
年
次
以
降
文
理
分
け

を
行
い
、
文
系
と
理
系
に
難
関
大
学
を

目
指
す
特
進
ク
ラ
ス
が
１
つ
ず
つ
、
残

り
３
ク
ラ
ス
が
普
通
ク
ラ
ス
と
な
る
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
進
路
課
長
を
務
め

る
松
本
誠
司
先
生
（
地
歴
科
）
は
、「
僕

が
赴
任
し
た
平
成
18
年
ご
ろ
は
、
授
業

が
成
り
立
ち
に
く
い
ク
ラ
ス
の
方
が
多

か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

平
成
20
年
度
、
松
本
先
生
は
国
際
科

３
年
生
を
担
当
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
「
学

年
で
最
も
成
績
が
悪
い
ク
ラ
ス
」
だ
っ

た
。
だ
が
こ
の
生
徒
た
ち
が
吉
原
高
校

に
「
転
機
」
を
も
た
ら
し
た
。

　

彼
ら
の
多
く
は
大
学
進
学
を
希
望
し

て
い
た
。
だ
が
、
一
般
入
試
で
有
名
大

学
に
入
れ
る
学
力
は
な
い
。
そ
こ
で
松

本
先
生
が
目
を
つ
け
た
の
が
「
Ａ
Ｏ
入

試
・
推
薦
入
試
」で
あ
る
。
例
え
ば
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
一
年
留
学
し
た
生
徒
に

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
受
験
さ
せ
て
み
る
と
、

６
７
５
点
の
高
い
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
。

こ
の
実
績
を
生
か
し
て
、
彼
女
を
中
央

大
学
経
済
学
部
、
日
本
女
子
大
学
文
学

部
の
推
薦
入
試
に
挑
戦
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

見
事
に
合
格
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
課
題
論
文
が
課
さ
れ
る
立
命

館
大
学
Ａ
Ｏ
入
試
に
も
４
人
が
合
格
。

ま
た
、「
Ａ
Ｏ
で
の
国
公
立
大
」
を
希

望
し
て
い
た
生
徒
３
人
に
は
応
募
で
き

る
大
学
を
片
っ
端
か
ら
調
べ
、
そ
れ
ぞ

れ
島
根
県
立
大
学
、
横
浜
市
立
大
学
、

群
馬
県
立
女
子
大
学
に
合
格
さ
せ
た
。

他
に
も
推
薦
で
宇
都
宮
大
学
や
都
留
文

科
大
学
、
福
島
大
学
や
京
都
外
国
語
大

学
な
ど
へ
の
合
格
者
を
次
々
と
出
し
た
。

　
「
最
下
位
に
は
最
下
位
の
戦
い
方
が

あ
る
（
笑
）。
学
力
が
あ
ま
り
な
い
子

た
ち
に
ト
ッ
プ
校
と
同
じ
こ
と
を
や
ら

せ
て
も
ダ
メ
な
ん
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、

裏
技
（
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
）
だ
と
」
と

松
本
先
生
。

　
　

あ
の
ク
ラ
ス
で
あ
れ
だ
け
入
れ
た

の
だ
か
ら
、
う
ち
の
学
年
も
や
れ
ば
で

き
る
の
で
は
？

　

こ
れ
ら
の
事
例
に
力
を
得
て
、
翌
・

平
成
21
年
度
３
学
年
は
、
様
々
な
教
育

活
動
を
生
か
し
た
「
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
」

で
の
受
験
を
本
格
化
さ
せ
る
。
こ
の
年

は
静
岡
大
学
や
都
留
文
科
大
学
な
ど
国

公
立
大
に
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
で
50
人
、

一
般
入
試
を
含
め
て
過
去
最
高
の
59
人

の
合
格
者
を
出
し
た
年
で
も
あ
る
。

　

例
え
ば
１
年
次
か
ら
担
任
の
中
村
勝

芳
先
生
（
現
・
静
岡
県
立
春
野
高
校
勤

務
）
の
指
導
の
下
で
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
た
国
際
科
で
「
外
国
人
児
童

生
徒
へ
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
参
加
し
て
い
た
女
子
生
徒
。
筑
波
大

学
の
Ａ
Ｏ
入
試
に
出
願
さ
せ
、「
富
士

市
の
多
文
化
共
生
や
自
分
自
身
の
国
際

交
流
体
験
」
な
ど
、
原
稿
用
紙
80
枚
余

　

Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
中
心
は
小
論
文
や
課
題
論
文
、
志
望
理
由
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
手
間
の
か
か
る
指
導
の
た
め
高

校
現
場
で
は
戸
惑
う
と
こ
ろ
も
多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
近
年
は
私
立
大
の
み
な
ら
ず
国
公
立
大
で
も
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
を

行
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
て
、
受
験
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
。
今
号
で
は
近
年
、
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入

試
を
積
極
的
に
活
用
し
て
国
公
立
大
に
合
格
者
を
増
や
し
て
き
た
、
静
岡
県
立
吉
原
高
校
の
事
例
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
。

国
公
立
大
の
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
活
用

●特別レポート　国公立大のAO・推薦入試活用

り
の
論
文
を
書
き
上
げ
、
一
次
試
験
を

通
過
。
二
次
の
口
頭
試
問
は
通
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
経
験
を
生
か
し

て
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
国
際
理
解

教
育
学
科
の
推
薦
入
試
を
受
験
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
見
事
合
格
し
た
。

　

こ
の
生
徒
は
名
古
屋
地
理
学
会
で
の

発
表
の
他
、
中
央
大
学
環
境
論
文
全
国

5
位
、
拓
殖
大
学
国
際
協
力
理
解
賞
全

国
4
位
な
ど
、「
沢
山
の
お
土
産
付
き
」

（
松
本
先
生
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
に
も
、「
立
命
館
大
学
の
環
境
論

文
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
受
賞

者
⇨
立
命
館
大
学
政
策
科

学
部
合
格
」「
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
時
の
グ
ロ
ー
カ
ル

地
図
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀

賞
受
賞
者
⇨
上
智
大
学
外

国
語
学
部
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

学
科
合
格
」「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
８
０
０
点
⇨
国
際
教
養

大
学
合
格
」
と
い
う
よ
う

に
、
大
学
や
国
が
主
催
す

る
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

に
積
極
的
に
応
募
し
受
賞

す
る
こ
と
が
、
Ａ
Ｏ
・
推

薦
入
試
対
策
と
し
て
功
を

奏
す
結
果
と
な
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

「
攻
め
」の
姿
勢
で
受

験
さ
せ
る

　

こ
れ
ら
の
経
験
に
基
づ

い
て
、吉
原
高
校
の
Ａ
Ｏ
・

推
薦
入
試
を
柱
と
し
た
進

路
指
導
体
制
が
整
っ
て
き

た
。
こ
こ
で
そ
の
体
制
を
見
て
い
こ
う
。

●
２
年
次
―
実
績
づ
く
り

　

資
料
③
は
大
ま
か
な
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入

試
を
に
ら
ん
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

　

生
徒
の
志
望
校
を
決
め
る
の
は
、
3

年
４
～
６
月
の
個
別
面
談
で
あ
る
。
だ

が
こ
の
時
点
で
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
準

備
に
入
る
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
。

　

そ
こ
で
２
年
次
６
月
の
「
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
で
は
入
試
の
形
式
を
説
明
す

る
と
共
に
、
夏
休
み
に
「
Ａ
Ｏ
・
推
薦

へ
の
活
動
実
績
づ
く
り
」
を
す
る
よ
う

に
働
き
か
け
る
。

　

例
え
ば
理
系
は
、
大
学
で
の
サ
イ
エ

ン
ス
キ
ャ
ン
プ
や
模
擬
授
業
へ
の
参
加
、

文
系
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
論
文
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
、
英
検
二
級
取
得

な
ど
だ
。「
何
も
無
い
人
は
行
く
と
こ

ろ
が
無
い
」。
部
活
を
一
生
懸
命
や
ら

せ
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
活
動
実
績
づ

く
り
に
向
け
て
、
何
が
必
要
な
の
か
を

生
徒
に
意
識
付
け
す
る
の
で
あ
る
。

●
志
望
理
由
書
で
動
機
づ
け

　

そ
し
て
２
年
の
冬
休
み
は
生
徒
全
員

に
「
志
願
理
由
書
」「
自
己
推
薦
書
」

を
課
す
。「
夏
休
み
に
色
々
や
っ
て
き

た
生
徒
は
進
学
の
目
的
が
見
え
て
い
る

の
で
す
が
、
大
半
は
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
が
何
も
考
え
て
い
な
い
こ

と
に
こ
こ
で
気
づ
く
。『
無
知
の
知
』

を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
」
と

松
本
先
生
。

　

さ
ら
に
こ
の
志
望
理
由
書
に
基
づ
い

て
、
２
月
、
３
月
に
は
担
任
と
の
個
別

面
談
を
行
う
。
面
談
は
全
員
を
対
象
と

は
せ
ず
、
初
め
に
「
志
望
が
定
ま
っ
た

生
徒
」
を
３
～
４
人
呼
び
出
し
、
１
人

30
分
余
り
か
け
丁
寧
に
面
談
す
る
。

　

面
談
を
終
え
た
生
徒
の
多
く
は
、
志

望
校
選
び
に
向
け
て
調
べ
も
の
を
始
め

る
。
そ
う
し
た
友
人
の
姿
を
目
の
当
た

り
に
、
呼
び
出
し
が
か
か
ら
な
い
生
徒

は
不
安
に
陥
り
、「
私
も
面
接
し
て
！
」

と
来
る
よ
う
に
な
る
。「
40
人
い
る
中

で
10
人
が
動
け
ば
、
あ
と
20
人
は
動
く

よ
う
に
な
る
。
生
徒
の
進
路
意
識
へ
の

レ
デ
ィ
ネ
ス
が
整
わ
な
い
と
、
い
く
ら

こ
ち
ら
が
声
を
か
け
て
も
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
」
と
松
本
先
生
。
最
初
の

数
人
は
、
進
路
意
識
を
高
め
る
「
呼
び

水
」
役
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

●
難
関
校
で
「
練
習
」

　

志
望
校
決
定
と
入
試
方
法
を
決
め
る

の
は
、
模
試
を
受
け
た
後
の
、
３
年
6

月
の
担
任
と
の
個
別
面
談
で
あ
る
。

　

そ
し
て
面
談
を
踏
ま
え
、
志
望
校
の

調
整
や
推
薦
者
を
決
め
る
の
が
、
３
年

の
「
担
任
会
」
で
あ
る
。
毎
週
一
回
集

ま
り
、
生
徒
の
志
望
動
向
の
情
報
交
換

や
指
導
方
法
を
話
し
合
う
。「
学
年
全

●資料①　吉原高校の進路状況の推移
卒業年 Ｈ 24 Ｈ 23 H22 Ｈ 21 Ｈ 20 Ｈ 19 Ｈ 18
卒業生数 240 240 238 224 240 238 275

国公立大
合格者数

推薦・ＡＯ 57 52 45 50 20 18 19
一　　般 3 7 9 9 7 9 6
計 60 59 54 59 27 27 25

実進学数 58 57 52 58 26 24 21

私立大
合格者数

推薦・ＡＯ 81 98 88 108 85 86 82
一　　般 35 14 100 67 45 43 61
実進学数 116 112 116 113 130 131 146

４年制大学実進学数 174 169 168 170 156 155 167
（４年制大進学率） 72.5% 70.4% 70.6% 75.9% 65.0% 65.1% 60.7%
短大実進学数 17 30 26 28 29 28 26
（短大進学率） 7.1% 12.5% 10.9% 12.5% 12.1% 11.8% 9.5%
専門学校実進学数 31 22 34 18 37 33 69
（専門学校進学率） 12.9% 9.2% 14.3% 8.0% 15.4% 13.9% 25.1%

就職者数 12 16 12 7 13 19 10
（就職率） 5.0% 6.7% 5.0% 3.1% 5.4% 8.0% 3.6%
その他 6 3 3 1 5 3 3
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体
で
話
を
す
る
こ
と
で
、
担
任
間
の
指

導
に
差
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
ま
す
」
と
松
本
先
生
。

　

担
任
会
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
や
公
募
制
推

薦
や
指
定
校
推
薦
な
ど
の
受
験
先
も
調

整
す
る
。「
こ
の
生
徒
は
理
系
は
芳
し

く
な
い
が
、
英
語
は
よ
く
で
き
る
」
と

い
っ
た
情
報
が
集
ま
る
こ
と
で
、
利
用

で
き
る
受
験
方
法
を
模
索
す
る
考
え
も

あ
る
。

　

な
お
、
生
徒
の
志
望
校
決
定
で
の
基

本
方
針
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

① 

理
系
を
中
心
と
す
る
成
績
ト
ッ
プ

層
は
一
般
入
試
で
受
験
。
②
次
の
成
績

層
は
、
一
般
入
試
で
入
れ
な
い
よ
う
な

国
公
立
大
を
志
望
す
る
場
合
、
Ａ
Ｏ
・

推
薦
入
試
を
挑
戦
さ
せ
る
。
③
一
般
入

試
は
無
理
な
生
徒
も
、
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入

試
な
ど
全
て
の
機
会
を
利
用
す
る
。

　

通
常
、
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
で
は
成
績

相
応
の
無
難
な
志
望
校
を
選
択
す
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
吉
原
高
校
の
場
合
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
校
に
ま
ず
受
験
さ
せ
る
。

「
落
ち
た
経
験
は
『
も
の
す
ご
く
悔
し

い
』。
そ
れ
を
バ
ネ
に
次
の
受
験
を
目

指
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
」
と
松

本
先
生
は
語
る
。
先
述
し
た
「
筑
波
大

学
不
合
格
⇨
東
京
学
芸
大
学
合
格
」
の

生
徒
は
そ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
だ
が
、

他
に
も
「
社
会
事
業
大
学
・
推
薦
（
不

合
格
）
⇨
山
梨
県
立
大
学
人
間
福
祉
学

部
・
一
般
入
試
（
合
格
）」「
都
留
文
科

大
学
・
推
薦
（
不
合
格
）
⇨
京
都
外
国

語
大
学
・
一
般
入
試
（
合
格
）」
な
ど
、

幾
つ
も
事
例
が
あ
る
。

　

な
お
、
吉
原
高
校
の
進
学
先
は
国
公

立
大
を
中
心
に
全
国
に
及
ぶ
（
資
料

②
）。
一
般
的
に
は
少
子
化
や
不
況
で

地
元
志
向
が
強
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
だ

か
ら
こ
そ
、
地
方
の
国
公
立
大
を
勧
め

る
ん
で
す
。
東
京
の
私
立
大
学
だ
と
家

賃
は
女
子
で
10
万
円
、
物
価
も
高
く
仕

送
り
は
14
・
５
万
円
も
か
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
地
方
の
国
公
立
大
な
ら
ば
学

費
が
安
い
上
に
家
賃
も
食
費
も
安
い
。

遊
ぶ
場
所
も
少
な
く
友
人
の
下
宿
に
集

ま
る
程
度
な
の
で
、
大
学
で
勉
強
す
る

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
松
本
先
生
は
語

る
。
国
公
立
大
へ
の
憧
れ
も
あ
り
、
素

直
に
受
験
す
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。

ネ
タ
入
れ
で
固
ま
る
志
望
動
機

　

Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
突
破
に
不
可
欠
な

の
が
小
論
文
と
志
望
理
由
書
対
策
だ
が
、

吉
原
高
校
が
重
点
を
置
く
の
は
、
徹
底

的
な
「
ネ
タ
入
れ
」
で
あ
る
。「
ネ
タ

が
入
っ
て
い
な
く
て
は
何
も
書
け
ま
せ

ん
。
ネ
タ
が
入
っ
て
く
れ
ば
自
然
と
書

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
松
本
先
生
）

　

資
料
④
に
は
吉
原
高
校
の
小
論
文
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
あ
る
。
そ

の
大
き
な
特
徴
が
、「
テ
レ
ビ
番
組
を

活
用
し
た
ネ
タ
入
れ
」
で
あ
る
。「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
」「
夢
の
扉
」「
サ
イ
エ
ン
ス
ゼ

ロ
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
を
視
聴
し
、

志
望
校
の
出
題
傾
向
に
応
じ
て
ネ
タ
を

増
や
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

活
用
方
法
は
徹
底
し
て
い
る
。
ま
ず

一
回
目
に
は
通
し
で
視
聴
さ
せ
、
二
回

目
に
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
「
全
文
の
文
字

起
こ
し
」
を
さ
せ
る
。
そ
し
て
三
回
目

に
内
容
を
要
約
さ
せ
る
。
内
容
が
理
解

で
き
た
段
階
で
、
よ
う
や
く
新
聞
の
切

り
抜
き
や
新
書
の
講
読
に
入
る
。

　

松
本
先
生
が
こ
の
指
導
法
を
思
い

立
っ
た
の
は
、
国
際
科
時
代
で
あ
る
。

　
「
格
差
社
会
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
小
論
文
の
出
題
テ
ー
マ

は
、
教
科
書
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
時
事

問
題
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
『
ネ
タ
』

を
集
め
て
い
な
い
と
書
け
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
本
校
の
生
徒
に
『
新
聞
や
新
書

を
読
め
』
と
言
っ
て
も
言
葉
が
難
し
す

ぎ
る
。
彼
ら
は
日
常
会
話
レ
ベ
ル
に
は

思
考
が
及
び
ま
す
が
、
抽
象
概
念
は
理

解
で
き
ず
関
心
も
な
い
か
ら
何
も
書
け

な
い
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
テ
レ

●資料②　過去5年間の国公立大合格者の内訳
●国立大学

大学名 平成
24年度 23 22 21 20

北見工業大 1 2
室蘭工業大 1
秋田大 6 3 8 2 1
山形大 2 1 2 4
福島大　 1 1
宇都宮大 1 1 1 1
群馬大 5 5 5
茨城大 1 1
埼玉大 1 1
東京学芸大 2
東京海洋大 1 1 2
電気通信大 1
山梨大 5 5 2 5 1
信州大 1
静岡大 10 11 8 11 3
浜松医科大 1 1
富山大 1 1 1
福井大 1
岐阜大 1
名古屋工業大 1
三重大 1 2
鳥取大 1 1
島根大 2
山口大 1
小　計 37 32 30 33 11
＊山形大の 1名は過年度卒業生

●公立大学

大学名 平成
24年度 23 22 21 20

釧路公立大 1 1
公立はこだて未来大 3
岩手県立大 1 1
宮城大 1 1 1
秋田県立大 1 1 2 1 2
国際教養大 1
山形県立保健医療大 1
群馬県女大 1 1 2 2 1
前橋工科大 1
高崎経済大 2
横浜市立大 1 1 1
都留文科大 12 11 9 12 5
山梨県立大 1 1
静岡県立大 1 4 3 2 2
静岡文化芸術大 3 2 2（2）（1）
尾道大 1
島根県立大 2 1 1 2 3
山口県立大 1
名桜大 1 2
小　計 23 27 24 26 16
防衛大学校 1
＊防衛大学校 1名は過年度卒業生

●特別レポート　国公立大のAO・推薦入試活用

ビ
番
組
で
し
た
」。

　

こ
の
時
見
せ
た
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル
の
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」。
番

組
視
聴
の
後
で
要
約
を
課
し
た
。

　

だ
が
こ
こ
で
予
想
外
の
事
態
と
な
る
。

「
彼
ら
は
ど
う
で
も
い
い
数
字
ば
っ
か

り
拾
い
、
具
体
例
に
共
通
す
る
『
だ
か

ら
●
●
だ
』
と
い
う
結
論
を
書
け
な
い
。

要
約
力
が
な
い
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い

と
感
じ
ま
し
た
ね
」（
松
本
先
生
）。

　

そ
こ
で
考
案
し
た
の
が
、「
番
組
の

全
文
の
文
字
起
こ
し
」
で
あ
る
。ポ
ー

ズ
を
押
し
つ
つ
、
地
道
に
全
番
組
の
言

葉
を
字
起
こ
し
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

こ
の
作
業
を
通
じ
、
生
徒
は
「
抽
象
的

な
言
葉
」
を
知
り
、
書
け
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
意
味
の
分
か
ら
な
い
言
葉

は
辞
書
を
引
か
せ
る
。
こ
う
し
た
作
業

を
経
て
生
徒
た
ち
は
や
っ
と
要
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

松
本
先
生
は
「
一
番
大
事
な
の
は
、

『
分
か
ら
な
き
ゃ
意
味
が
な
い
』
と
い

う
こ
と
。
テ
レ
ビ
は
映
像
が
主
体
で
イ

メ
ー
ジ
が
湧
く
の
で
理
解
し
や
す
い
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
も
暗
記
す
る
ま
で
見

れ
ば
、『
格
差
社
会
』
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

　

松
本
先
生
は
こ
れ
ま
で
、
小
論
文
に

関
連
の
あ
る
番
組
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
録
画
し

続
け
て
き
た
。
そ
の
数
は
今
や
９
０
０

本
以
上
に
な
る
と
い
う
。

　

テ
レ
ビ
番
組
に
よ
る
ネ
タ
入
れ
は

「
志
望
理
由
書
」
対
策
に
も
有
効
で
あ

る
。
特
に
理
系
の
場
合
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
や
Ｉ
Ｔ
な

ど
、
生
徒
の
志
望
先
に
応
じ
て
「
最
先

端
の
内
容
で
、か
つ
特
徴
的
な
テ
ー
マ
」

を
集
め
、
志
望
動
機
に
絡
め
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
番
組
に
は
大
学
の
研
究
室
も

し
ば
し
ば
登
場
す
る
た
め
、「
志
望
校

選
び
」
の
絶
好
の
ネ
タ
に
も
な
る
。

　

こ
う
し
た
ネ
タ
入
れ
も
含
め
、
吉
原

高
校
で
は
実
技
教
科
も
含
め
た
全
先
生

方
で
添
削
指
導
を
行
う
。「
本
校
の
生

徒
は
一
般
入
試
で
は
入
れ
な
い
。
そ
こ

で
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
モ
ノ
に
す
る
た
め

に
、
徹
底
的
に
調
べ
ま
す
」。『
学
研
小

論
文
問
題
分
析
集
』
な
ど
を
用
い
、「
過

去
問
の
分
析
」
を
行
い
、
類
題
も
ひ
ろ

う
。
そ
の
上
で
先
の
「
ネ
タ
入
れ
」
と

共
に
、
実
際
に
入
試
問
題
を
踏
ま
え
た

添
削
指
導
を
行
う
の
で
あ
る
。

　

過
去
問
を
５
年
間
余
り
た
ど
り
、
そ

の
大
学
の
専
任
教
員
の
専
門
分
野
を
隈

な
く
調
べ
る
と
、
出
題
傾
向
は
見
え
て

く
る
。
今
で
は
幾
つ
か
の
大
学
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

プ
レ
ゼ
ン
対
策
に
「
五
人
組
」

　

最
後
に
資
料
⑤
の
面
接
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、口
頭
試
問
対
策
（
通
称
：

五
人
組
）
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
先

の
小
論
文
指
導
の
先
生
た
ち
が
中
心
に

な
り
、
同
じ
大
学
、
系
統
を
志
望
す
る

生
徒
4
～
5
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
人
の
生
徒
（
通
称
：
生
け

贄
）
の
論
文
を
グ
ル
ー
プ
全
員
で
読
ま

せ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
生
徒
が
論
文
の

要
旨
に
つ
い
て
10
分
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
こ
れ
に
対
し
て
メ

ン
バ
ー
全
員
（
通
称
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

が
30
分
程
度
の
質
疑
応
答
を
す
る
と
い

う
流
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
質
疑
応
答
が

終
わ
る
と
、
今
度
は
別
の
グ
ル
ー
プ
と

●資料③　AO・推薦入試の指導

２　

年

夏休み

AO・推薦への活動実績づくり
●理系＝ ScienceCamp、模擬授業等に積極的に参加させ大学での研究に興味関心を持たせる
●文系＝ NPO・ボランティア活動 ( 外国人児童支援・保育・環境・地域再生等 ) に積極的に参加させる
　　　　 各種論文コンテストへの応募（原稿作成とそのための活動実績づくりや個人研究・地域研究 )

冬休み 志願理由書・自己推薦書作成（全員）→１月末にRewrite⇒面談指導の資料としても利用

1～2月 個別面談（志望校選定、AO・推薦をやる生徒は何をやりたいかを明確化）

春休み 文系 AO・推薦希望者は各自でテーマを設定し 2000 字程度の論文を作成提出させる。

３　

年

4～6月 文系・AO・推薦希望者は個別面談で志望校選定（6月末までに）→進路検討会（期末試験中）
⇒夏休み前に指導担当者決定（各教科で担当者決定⇒夏休みに指導開始）

夏休み

●AO・推薦希望者…志望理由書、自己推薦書作成（AO で作成したものを推薦でも流用できるように）
　英語系（都留文 AO・静岡文芸英語推薦等）…要約・英作文の個別指導
●課題論文作成（センターテストを課す推薦も、課題図書がある場合は夏休み中に読ませておく）
●理系AO一次試験…各自で勉強させながら指導｡ 大学でやりたい具体的な研究テーマを設定
●実験（化学系）…無機 = 中和滴定 ･ 有機 = サリチル酸メチルをつくる実験 ･ 実験器具手順

9～10月
AO指導
●面接・プレゼン・口頭試問指導（4 ～ 5 人のチームでゼミ方式で）
●推薦から始める生徒も AO 面接指導に同席させる＋小論文（過去問＋ネタ入れ）

10～11月
推薦指導
●小論文添削指導（10 月後半から本格的に添削・小論文問題分析集等で類題もひろい書かせる）
●面接・口頭試問指導

●資料④　小論文指導
⑴　課題論文作成指導
　・参考となるテレビ番組等を DVD に焼き、各自に渡してまとめさせる
　・論文を書く際の統計データ類は各自ネットで調べさせる
⑵　小論文添削指導…各教科（過去問＋『学研小論文問題分析集』等から類題を拾いやらせる）
　・新聞の切り抜きをさせ、内容をまとめさせる
　・参考となる新書等を紹介し、まとめさせる（関連知識を強化）
⑶　全教科職員全体で分担

国語（国文・教育・福祉・看護）地歴公民（歴史・地理・法・経済・国際・環境）、英語（英文・国際・教育）、数学（情報・数学・
工）、理科（工・理・農・バイオ）、家庭（栄養・服飾)、体育（保育・看護＝専門学校・体育）、芸術（芸術文化・音楽・美術）
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メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
、
同
様
の
発
表

と
質
疑
応
答
を
行
っ
て
い
く
。

　

グ
ル
ー
プ
例
と
し
て
は
、「
格
差
社

会
チ
ー
ム
」「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
チ
ー
ム
」、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ー

ム
」「
地
域
再
生
チ
ー
ム
」「
経
営
チ
ー

ム
」「
レ
ア
メ
タ
ル
チ
ー
ム
」
な
ど
。

ま
た
「
都
留
の
会
（
都
留
文
科
大
学
国

文
希
望
者
）」「
秋
田
大
学
工
学
部
チ
ー

ム
」
な
ど
、
志
望
大
学
別
の
グ
ル
ー
プ

も
あ
る
。

　

五
人
組
の
ね
ら
い
は
「
面
接
者
の
視

点
」
を
把
握
さ
せ
、
答
案
に
活
か
す
こ

と
。
ま
た
、
友
人
の
話
を
通
じ
て
互
い

の
「
ネ
タ
」
を
共
有
さ
せ
る
こ
と
も
目

的
だ
。「
友
だ
ち
を
合
格
さ
せ
た
い
と

思
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
い
じ
わ
る
な

質
問
を
し
ろ
。
論
文
に
書
い
て
な
い
こ

と
を
う
ま
く
突
く
よ
う
に
」
と
先
生
方

は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
役
の
生
徒
に
言
う
。
初

歩
的
な
質
問
が
多
く
、
専
門
的
質
問
は

教
員
が
行
う
が
、
時
々
、
教
員
も
思
い

つ
か
な
い
質
問
も
飛
び
出
す
。

　

生
け
贄
役
の
生
徒
が
こ
れ
ら
の
質
問

に
答
え
る
に
は
、
背
景
ま
で
含
め
て
理

解
し
て
い
な
い
と
説
明
で
き
な
い
。「
質

問
に
う
ま
く
答
え
ら
れ
ず
、
泣
き
出
す

生
徒
も
い
ま
す
」
と
松
本
先
生
。
分
か

ら
な
い
こ
と
は
そ
の
日
の
う
ち
に
調
べ
、

翌
日
に
は
答
え
さ
せ
る
。
悔
し
く
て
泣

い
た
人
は
た
い
て
い
合
格
す
る
と
い
う
。

　

指
導
は
昼
休
み
や
放
課
後
な
ど
先
生

の
空
き
時
間
に
行
わ
れ
る
が
、
指
導
が

夜
11
時
ま
で
及
ぶ
熱
心
な
例
も
あ
る
。

な
お
、
先
生
の
不
在
時
や
他
の
グ
ル
ー

プ
を
見
て
い
る
時
に
は
、
自
分
た
ち
で

面
接
練
習
を
さ
せ
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
し

合
う
な
ど
効
率
的
な
対
応
も
な
さ
れ
る
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、「
受
験
は
団
体

戦
」
と
の
位
置
づ
け
か
ら
、
五
人
組
に

対
し
て
「
全
員
が
受
か
る
ま
で
」
勉
強

を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
受
か
っ

た
ら
お
前
た
ち
が
面
接
官
だ
か
ら
な
、

最
後
の
一
人
が
受
か
る
ま
で
は
帰
れ
な

い
と
言
う
ん
で
す
」
と
松
本
先
生
。

　

Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
で
の
合
格
者
が
多

い
と
一
般
入
試
組
の
士
気
は
落
ち
や
す

い
。
だ
が
吉
原
高
校
の
場
合「
五
人
組
」

に
加
え
て
、
全
員
に
セ
ン
タ
ー
試
験
を

受
験
さ
せ
る
な
ど
し
て
士
気
の
低
下
を

防
ぐ
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
９
月
に
Ａ

Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
の
に
、
仲
間
が
３

月
22
日
に
国
立
大
学
の
後
期
試
験
に
合

格
す
る
ま
で
毎
日
、
一
緒
に
進
路
室
で

勉
強
し
続
け
た
生
徒
も
い
る
ほ
ど
だ
。

＊　
　

　
「
最
初
は
、
も
の
す
ご
く
心
配
し
て

い
た
の
で
す
。
彼
ら
は
学
力
が
低
い
か

ら
進
学
後
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
」
と

取
材
の
最
後
で
松
本
先
生
は
こ
う
漏
ら

し
た
。
し
か
し
予
想
に
反
し
、
多
く
の

卒
業
生
た
ち
の
大
学
で
の
活
躍
ぶ
り
は

華
々
し
い
。

　

例
え
ば
学
年
最
下
位
層
か
ら
、
あ
る

国
公
立
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
は
、
大

学
で
首
席
と
な
り
、
今
や
大
学
の
代
表

と
し
て
中
国
や
中
南
米
へ
研
修
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
年
、
就
活
の
報

告
に
来
た
卒
業
生
は
「
う
ち
ら
は
、
高

校
で
さ
ん
ざ
ん
志
願
理
由
書
や
自
己
推

薦
書
か
ら
、
ゼ
ミ
形
式
討
論
や
論
文
作

成
ま
で
や
ら
さ
れ
た
か
ら
、
大
学
や
就

活
で
は
何
も
困
ら
な
か
っ
た
」
と
語
っ

て
い
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
卒
業
生
た
ち
の
姿
に
松
本

先
生
は
、「
最
初
は
た
だ
、
何
と
か
生

徒
を
大
学
に
合
格
さ
せ
よ
う
と
必
死
に

や
っ
て
い
た
だ
け
で
す
が
、
生
徒
た
ち

は
目
的
意
識
を
持
っ
て
大
学
に
進
学
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

普
通
科
高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

う
ち
は
志
願
理
由
を
考
え
さ
せ
る
中
で

何
を
学
ぶ
た
め
に
大
学
に
行
く
の
か
、

そ
の
た
め
に
今
何
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な

い
か
を
考
え
さ
せ
、
学
問
と
世
の
中
の

接
点
も
意
識
さ
せ
て
い
る
の
で
、
結
果

的
に
僕
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、

王
道
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
」
と
感
慨
深
そ
う
に
振
り
返
る
。

　

今
後
の
抱
負
は
「
高
大
接
続
」
を
進

め
、
生
徒
た
ち
に
早
い
時
期
か
ら
学
問

へ
の
世
界
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た

地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
連
携
し
「
社
会
的
な
視
点
」
を
培
う

こ
と
。
併
せ
て
一
般
入
試
を
想
定
し
た

受
験
対
策
や
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
活
用
し
た
小
論
文
指
導
（
す
で
に
1

年
で
実
施
）
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
重
要
な
の
が
「
ノ
ウ
ハ
ウ
の

継
承
」
で
あ
る
。「『
専
門
家
』
が
転
勤

し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
困
り
ま
す
」
と
松
本
先
生
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
「
秘
伝
」
を
い

か
に
オ
ー
プ
ン
に
し
、
教
員
間
で
共
有

化
し
て
い
く
か
。「
指
導
の
記
録
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
」
に
向
け
、
吉
原
高
校
の

進
路
指
導
体
制
は
、
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ

に
入
っ
て
い
る
。

�

（
取
材
・
文
／
福
永
文
子
）

資料⑤　面接・プレゼン
テーション・口頭試問指導
⑴同じ大学または同系統の受験者 4 ～ 5
人ごとにグループを作りまとめて指導…
ゼミ方式

⑵一人が受験生役、他の生徒は教員と共に試
験官役を務めさせ、質問＆ダメ出し

⑶専門的質問は指導担当者が中心となって行
う

⑷自主練習＝一般的質問（志願理由・教科・高
校生活）については朝・放課後にグループ
の生徒同士でも練習させる

大
学
の
生
き
残
り
策
と
し
て

　
　

最
初
に
大
学
生
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

ね
ら
い
を
改
め
て
う
か
が
い
ま
す
。

溝
上　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
で
5

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
一
貫
し
て
「
学

業
と
キ
ャ
リ
ア
の
架
橋
」
を
目
的
と
し

て
き
ま
し
た
。
大
学
の
正
課
教
育
を

し
っ
か
り
さ
せ
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
意

識
す
な
わ
ち
「
将
来
の
見
通
し
」
が
必

要
で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
繰
り

返
し
発
し
て
い
く
場
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
リ
ア
の
時
代
に
大
学
教
育
は
何
が
で

き
る
か
」
で
す
ね
。

溝
上　

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
は
ビ
ジ

ネ
ス
界
の
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
と
っ
て

も
、
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

実
際
に
地
方
国
立
大
学
の
中
に
も
、
大

学
や
地
元
地
域
の
生
き
残
り
策
と
し
て
、

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
掲
げ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
素
養
と

し
て
は
、
外
国
語
能
力
と
同
時
に
世
界

の
歴
史
や
地
理
な
ど
、「
教
養
」
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
実
際
に
幾
つ
か
の
企
業

で
は
社
員
に
対
し
て
他
国
の
歴
史
や
文

化
を
勉
強
さ
せ
て
テ
ス
ト
す
る
と
こ
ろ

も
あ
る
そ
う
で
す
。
大
学
教
育
の
あ
り

方
も
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　

大
学
現
場
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
話
題

提
供
が
な
さ
れ
ま
す
か
？

溝
上　

後
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
3
人

の
方
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
首
都
大
学
東
京
の
福
田
公
子

先
生
に
「
生
物
学
自
主
研
究
―
『
研
究

を
通
し
て
学
部
学
生
が
能
動
的
な
社
会

的
な
力
を
つ
け
る
試
み
』
と
題
し
て
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。
福
田
先
生
は
生
物

学
が
ご
専
門
で
、
一
・
二
回
生
対
象
に

自
主
研
究
の
授
業
を
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
生
は
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー

マ
を
研
究
し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
調
べ

学
習
や
研
究
計
画
書
の
書
き
方
、
仮
説

の
生
成
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を

学
び
ま
す
。
こ
こ
に
は
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
身
に
つ
け
る
べ
き「
社
会
人
基
礎
力
」

が
ち
ゃ
ん
と
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
理

想
的
な
授
業
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
テ
ー

マ
で
は
国
際
教
養
大
学
の
勝
又
美
智
雄

先
生
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
林
雅
子
さ
ん

に
登
壇
い
た
だ
き
ま
す
。
国
際
教
養
大

学
は
ご
存
知
の
と
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
に
国
際
的
に
通
用

す
る
人
材
の
育
成
を
掲
げ
、
少
人
数
教

育
や
留
学
シ
ス
テ
ム
，
多
数
の
外
国
人

講
師
な
ど
非
常
に
し
っ
か
り
し
た
教
育

を
行
っ
て
い
る
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
系

の
大
学
で
す
。

　

ま
た
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
林
さ
ん
に

は
企
業
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
意
識
が
仕
事
に
効
く

　
　

本
誌
５
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う

に
、
今
回
の
大
学
生
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、「
学
校
か
ら
社
会
へ
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
調
査
」
の
報
告
が
大
き
な
テ
ー
マ
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

溝
上　

こ
の
調
査
は
東
京
大
学
大
学
総

　　大学での将来意識が
「仕事」とどう関わるのか
　8月19日、京都大学で「大学生研究フォーラム2012」（京都大学・東京大学・（公
財）電通育英会共催）が、翌20日には「高校教諭のためのシンポジウム」（協力：（株）
学研教育みらい）が開かれる。今号では、今年の主な内容について、京都大学高等教
育研究開発推進センター・溝上慎一准教授と本誌監修・大堀精一にたずねた。

大学生研究フォーラム2012＆高校教諭のためのシンポジウム

●�京都大学高等教育研究開発推進セ
ンター� 溝上慎一 准教授

予 

告

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
の
時
代
に
大
学
教
育
は

 

何
が
で
き
る
か
」�　
　
大
学
生
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２


